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Abstract: An exhibition entitled as “What an owl brought” was held at The Life Museum of Azabu University 
from July to October, 2017. The contents were based on a scientific article on the food habits of the Ural owl 
(Strix uralensis) at Mt Yatsugatake. The paper showed that the foods were biased to voles at the pastures while 
they were biased to wood ice in the forest. The exhibition showed specimens and models of owls, bones of 
rodents, and photos. Besides the exhibition, the museum prepared three workshops where participants analyzed 
the owls’ remains left in the hand-made nest boxes. A seminar was also held. This exhibition seems to be a good 
example of cooperation between a university and outside organizations.

























30 麻布大学雑誌　第 30 巻　2018 年












































図 1 ケース 1（A）とケース 2（B）の正面スケッチ、ケース 2（C）、
アクリル台（D）、ギャラリー（E）のイメージスケッチ
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図 2 ケース 1（A）とケース 2（B）、粘土模型の支持台（C）、「フクロウ・ギャラリー」（D）の設計図
図 3 新しい展示物を入れ始めたケース（A）と展示品を入れたケース 2（B）背後のパネルの張
り替え、「フクロウ・ギャラリー」の組み立て（C）、天井からぶらさげたライトの調整（D）























図 4 フクロウを紹介するケース 1（A）、八ヶ岳のフクロウの調査を紹介するケース 2（B）、ケース 2
のネズミコーナー（C）
図 5 論文と書籍を置いた机























図 7 フクロウの剥製（A）、カービング模型（B, 龍川氏作）、粘土模型（C, 高槻作）
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メージをわかりやすく粘土模型を作製した（図 9E, F）。
また、ネズミの骨は小さいので、わかりやすさを考え
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付図 9 ネズミの骨格の解説パネル
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付図 11  子ども用パネル
付図 10  フクロウ保全についてのパネル
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いました。アクリルの円柱に骨格を乗せる方法や、模
型を見やすくするために手作りするという方法が良
いなと思いました。
アカネズミ、ハタネズミ、ヒメネズミを学校で飼
育しているのですが、まだまだ知らないことが多い
と思いました。勉強しようと思います。
「高槻先生のお話」
話の途中で色々なまとめが入り、それによってよ
り分かりやすくなっていました。また、話もユーモ
ラスで聞き飽きませんでした。次々と違うパネルが
表示されていたため、見飽きることがなく、集中し
て聞けました。
フクロウの話だけではなく、「運んできたもの」の
ネズミの骨や生態についての話もあり、いつもとは
ちがった視点からフクロウを見ることができました。
フクロウの数から森林などの課題にまでわたってい
て、退屈しませんでした。
「展示について聞けたこと」
今回のお話で特に興味深かったのは、展示の準備
についてです。私は博物館が好きで色々なところに
行くのですが、最近はどこでも分かりやすく展示さ
れていて、どうやって展示しているのだろうと思っ
ていたので、その話が聞け、良く分かってよかった
です。
セミナーに参加する前にワークショップに参加し
ていたので、高槻先生のお話がよく分かりました。
